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平成 17年 度

第 32回 千葉県支部総会開催案内 目支部長 大 和回武残 (32電気)

幹車 総 務 山形俊―郎 (33短電)

平成 17年ftのFa会を下記の要額で開催いたしますので 万 庫お繰り合わせの上ご参加下さい

ますよう 言 葉内中し上げます
紀

1 8時  平 成 17年 5月 23日 (土〉 午後 1時 より
2 会 場 国 民年後保養センター

“
そとぼう
″

千葉県茨階郡岬町和泉443710(価 04703'7111)

交通手段 下 段に示す JR外 房線列車を和用して大原駅下球

大原駅で送迎フ`スが皆様をお迎えします ネ ス出発予定 12時 20分
3 会 費 7000日
4 終 会次第
41 絡 会 13時 ヽ13時 40分

O平 成 11年度事業報告 決 算報告及び磁査4R告

②平成 17年度挙葉計画(黒)予 算(案)

③役員改せなど ⑥ その他
42 :"減 会 13時 らo分 ～14時 s5分

O熊 演者 東 京大学名誉教授 明 石 和 夫氏 (昭和22年金属工撲科卒)

②演題 「大学での教育 研 究四方出語J
44年間の大年教育研究に従事している間の捨革について 大 学という特殊社会の内lF
を中心に 新 Elの話題を興味海く紹介していただける

③極ほ 昭 和22年多賀工専卒業後東大工学部に入学そして革秦陛某企業の研究所数年勤

務した後 東 大工学部に転勤 そ の問工学部と生産技術研で通第 29年 そして東京理科
大理工学部に 1ら年勤務して 各 種研究と歓育に活躍された

48 記 念写真撮影 14時 45分～15時

44 想 祝会 151時～16時 45分

行車RI細報告や紹介 会 員拒互い縮変換そして懇観
■お願い お 手欺でも同封の返信用葉書で b月 0日仰 )までに出次の返事を下さ'、

〔会爆P蛇の紹介!
以上

時には残のこををしながら 海 と山が案しめるん房のリンート絶も食いとお前うしたく 南 廃 日定公

国の中にあるほ室tン ター=会4を 最定しました                        ヽ
全場には末平産の確景が一望でどる大天AIER俗 崎があり 最 高の日の出を葉じめ 近 くtri大のょ,
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会 員 た よ り

1●備 原 日正夫  層 捕と歩行不加意のため 新 年全のみに夢加します 丹 苺ヽお頭 大 ほの内凝魔検査 エ

全ぶ裏打率し な るエタ行のみ 高 天を除= 超 床後れ 1時間ばか,歩行副練をしており

ます 何 とか万歩合に譲加出来るようにしたいと思つておりますが? 無 理てしょうわ、

10磯  山 回森建   1長 奇を,タ ンi夕 と生きるによJポ ケの 0割 は心の生活習仰F(曳 連味なく 生 ま

■要なく交友も少ない人になり,い ので坑 工業全の行毒に出権的に0加 しましょう

力 原 青 藤臓実  ご 案汐汰してお世語をかけていま丸 装のrr座に日夜従手し 態 れられない手格です

終全には な んとか出たい気綺ちで一杯です

22機  関  藤 治  万 歩会の 11,23日 1瓜 水道橋4合 ) 0カ 2,自 (京成仁念鷺命

5月 22日 (JR ttPr集合)に は務加ましまi

22機  高 HH和夫  所 用のため承瞭 新 年全ども摩力,でさません 旨 様の=L81ど 御曖全をお祈りします

● 機  山 本方工  体 閣不度が続いているので 1月 の前年会は ひ と体みしま汽

22金  明 石和夫  合 のところ体に大富な故障なし 何 をかる0才 までは こ の状態てと顧,て いま丸

22電  中 村害一部 10月 10自 FM3'SO受 送便 (会報 02,)力 S 10月 11日午前にをさました ク ,本 」メ

ール正標てした し かも日配 練 日でしたの1こ

22通  宰 世貫一  歓 策と新年会楽しみにしています 第 25回 □挙全 (321印 模)で 人し猿りに 4ロ ロの

種麟をさせて頂=ま した (前 回種勝は第21回 )

20原  小 肛 孝   味 の生に大学に通年しており 当 巨はい議があり い すれにも0カ,てきませ六々 新校方■

ご吉労きまですがましくヽ原いします

25電  山 口秀男  一 年か病院通いて終わるような有疎て 支 部活動に'加 出来す技0で 汽

29鞭  大 群正実  年 相体のますますのは摘(丸 私潟が立て込んているので緯全の出人は 4月 末頃まで

に決めるi定 です

をOt 芽 野 正   当 年 17線といを重ねて来ました力ヽ 囲モ 野 菜作り年に,出 して元気にやつて層まi

31級 新 口和夫  石 前の打正をお願いましまi 新 回コ夫 →  新 臼和夫

(妥年にEる擦記 中 し釈ありません 阜 遠tT正技しました)

01電  源 精宏叡  古 希ど迎え ボ ケ防■に陶姿に〕t破し県展に入連 頑 張っていまえ

rJ        (お めてとうlr座います 心わらおとび申し■げます)
33期 鞍高裕市g  暫 く仰軒サ水致して居りまえ 会のと々の発曖ど皆壊のごに瞭を 心 よりお析り申し上

1,ま汽

35電  織 内 tt  昨 年は,月末にモgタ ョょり燎日して 専 ら床の三岳蔽日■全捜を傍聴し 3月 には氏

=倍 の 「三香瀬クェスタJに N的 として姦加したりし 露 暁問題を魅謹しました

95金  穫 蔀林=  コ メール下たの通りご遂穂します

IIBHamC昭 ホV2tc。_

38電  貯 子フヽ郎  万 歩会に =切霞力,ですが よ ろしくお恵いします

08電  話 萩隆司  縫 好の紘策自和となることを祈つており営す

38電  桟   弘   ヨ ル″同好会は茶しみにしておりお世者になつております 新 年全前の方歩会の紙策 =

おあてなので 心 持ちにしています

(14貫へ能く)



70奈 年の人生を元気で祝賀

大舜 正 夫 (20■機)

皆さんお元気ですか?小 生歳植応の体胡です

S29年 3月卒業した私連にとって 昨 年がT慶 半世紀の節日の年でした 在京の四科

幹事の月千純りでH16年 6月 東 京 サ ンケイブラザにて 「車業50周年記念祝賀会J

が開かれました 初 の四科合同でしたから 徴 ホしい顔 額 「お人し績り!」の声

声

また私 就職した旧八幡製朕(株)の同空達とH16年 11月 北 九対1市で 5年 ぶりに '日

期会J(本 揺会★ 創 立 50四年祝賀会)を 楽しんできました

★ :「末無会命名の出来J幕 末の仙台藩士て電政の三奇人の
一人 林  子 平お`盟居中

の作  『 線もなし 姜 なし 字 なし 版 木なし 金 もなけれど死にたくもなし』の

和歌にビッタリの世相と宗生活であつたから命名

S29年 平組は 各 科とも少人数でした ヽ 業後は戦後復輿 戦 勝国に追い付け追い控

せをモント~に 懸命に働いた ま た輝外からの技術や設備の導入に取laみ そ れをと

なして“良 改 善を加え 更 に独自技術の開残を重ねて 新 工場建設に投メ均思えば

平成不況に入るまで 生 き甲撃ある日々であった。

では 「七〇余年の人生を元気て況貿するS20年 組Jの 画像を添付します

=を 末,I,BL― =● す'jl合  '【 内ヽ ⅢⅢB 直 穴,Irア ンケ`″ケ
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「巨竜中国の光と影」

簡坂邦光 (32学金)

千葉県支師会報 32号 で 約 1年 6ヶ 月長期出張した際 現 地で見聞した事を基に

第一落 中 口経済とその展望 (右用上がりの高度成長を支える背景〉

第二露 SARS臨 しの深い傷 (非座型崩炎に対する政府の対応ど庶民の怒り)

について述末させて頂いたが 今 回は 16年 7月 の夏に北京 上 海年を旅した時に 現 地

案内をしてくれた中国国際旅行社の高線来氏から受けた説明の一部と 中 国人民公大学治

安学部のこ太元激授の路辞を紹介しながら 中 国の近況を述べてみたい。

第二簡 あ と4年  北 京王特カウントダウン
21X8年 に北京で開催されるオリンビックに向けて いま北京li空前の建設ランシユに沸

いており 都 市の容貌が日々変わりつつある。私が信消したホテルの周辺も数えきれない

程のビル建築が見られた。

北京オブンビングの開催が決ったのは ,001年 7,で ある。スボーツを通し相互理解の

増進と友好の精神に即つて 若 者たちを教育し こ れまでの不術生な生活習慣を改め 外

国からの選手や観察を迎える精神的な準はが整いつつあると商福来氏は格してくれた 例

えば 暑 い盛りの 「三伏」(夏の上用の日から30日 関)に は 服 を脱いで上半身は裸 パ

ンツーつという姿で自宅のF5の前に障取り源をとつたり 通 新の人造とおしゃ末りをした

りした姿が消えているそうである

北京東四社区 (ヨミュニティー)が  オ リンビンクの社区に指定された こ のため街道

弁事処は 住 民に 「健康で文化的な生活様式Jを 提唱した。これによつて と ころかまわ

す疫を吐いたリ ゴ ミを捨てたりするマナーに反する現祭は 以前に比べ大幅に減少した

北京の客ユ最低気温で米点下 10度前後になる。胡同 (横町)は  主 として石炭のストー

プを使用していたが 電 気暖房に ス トイレの改造も実施し 2008年 を目標に手を打ちつ

つある

万里の長城 (観光姓として有4な のが人造恵.全 長は約 6 700K mあ り 北 海道～九Jtt

間の約 25情 におよぶ人額史上最大の建造物)の生りHの 店では 北京五特 BEIJISIC2008

年ど染め抜かれたTシ ャツやタオル等が 数 多く売られていた。

副 ●コ噌
OQタ

北京五特のエンブレム (シンポルマーク)は  中 国の印輩舞い踊る北

京 (中国印)で 表現されている。中国人にとつては オ リンピンクは国

戚宣競の場であり お 祭りの時でもある

中国の伝麓t4との中からどのような要業を取り出して こ の祭典を表

現するか そ こで原作者椰奉駆氏は 書 道でそれを達成した。中国文化

を代表する漢手を用いて査型すること そ して文字を確せる媒体は 中

国の伝盗ある印章でなければならないと考えたそうである。印専の主体

は 基 語の色彩は赤をは択してある 鮮 やかな赤rt中国文招持有のlB熱

や喜びの雰囲気を伝えている

図形の 「京Jと いう字のようなものは 祭 典が行われる地名を表していると同時に ま
―ルに向かう選手のようにもみえる 又 駄いながら踊る人のようでもあり こ れは中国人

のオリンビック運動への障れや 世 界から来る賛客を迎える線樟とキさを表現していると



いえる。本当に秦晴らしいの一言につきる。

4年 後の北京五輸が立派に開催される事を 麟 日の日本から折ると共に 旅 行社の高福

来氏と再会出来る事を願つて居る次第である。

第四話 規 制緩和に向かう戸額制度

長い間中国人の戸縛は 「農葉戸癖Jと 「弁農集戸待Jに 分けられてきた 都 市に居住す

る人々は非農業戸裕 (都市戸層)を 持ち 教 育 批 碑 医 療 社 会保障などの面で多くの

優遇条件が得られるよう国が規定してきた。
一方 農 民は勝手に都市に転居することはできザ 都 市の中で各種の福祉を受けること

はできない 又  農 民の子供はどこで生まれようとも農業戸樽しか特てない 1借誘費Jと

いうものがあって 農 業戸籍の子供が都市の学校に通うときは そ れを納めなければなら

なかつた

それが 2001年 に河北省の省都である石宗社市が戸縛瞥理の改革を行い 市 街底部への

農業戸婚の流入制限を全面的に取り消した。それによつて多くの 「農民合向工j(農付から

都市に出稼ぎに来た契約労働者)iや っと戸磨の問題をAI決することができた。
「借読力Jの にかにも都市で暮らすは葉戸府の人や 外 から来た人に対して極4な 規定

や手続きがあつた。例えば 「暫定層住紅1め【必要であり 外 来人口の管理費や都市の人ロ

収容費などを納めなければならない こ うした規定や手統きは す べての中国の声籍皆理

にその海がある。

即ち 公 民としての身分を」lt明すること

社会の治安を維持すること

戸海の移伝を規Mす ること

である 後 になって需要が大きいが十分に供給できない生活必麻品を戸揺によつて 一 定

量配給することなど 他 の機能も追加されたのである。同時に就職 住 宅 教 育や社会福

祉など公民の権利と利益も戸器とリンクしている。これはみな 計 画経済時代の産物であ

る。ここで 声 籍に関する法の変連を整理すると 次 の様になる。

1958年 の全国人民代表大会 (全人代)fi「 中草人民共和国戸巨登記条例Jを 公布し

これが戸経の移転を拘束する最初の規付である。この条例は 戸 籍を爆莱ど井農業に厳格

に分け 農 業戸矯の人が都市に転入することを規制し 人 日移動を藤しく規制することを

原則として確立したのである こ うした管理規定ができたのには 二 つの原因がある 一

つは社会の安定のためであり も う一つは供給が不足していた当時の経済状況に適応する

ためてあつた

しかし 撲 村の学生が都市に来て大学に辿字することや 大 学車業後 都 市での仕事を

留 り当てられること ま た都市附の正常なほ租などによる人口移動は許されていた

そして 19,7年前後に社会はまた新しい問題に正面した 「文革J中 に農村の人民会社の

生産隊に入つて定住した多くの知憤青年たちが都市に戻ってきたし 一 部の農民たちも都

市に仕事を探しにてて=た 。 しかし 回 の経済状況工体然として良くなかったので 社 会

の安定と逼迫した商品の供結を維持するために公安部は戸揺移転を規制する規定を公布し

かなり多くの細則を稿定した。たとえ!農葉戸嬌の人と都市戸播の人が結婚した場合 そ

の子供はa凝 の声籍に入る そ れまかりでなく 震 付から都市への声簡移転も厳しく禁し

′



られた。

1980年 代の初め 農村は生産請負日によって生産性が向上し そ れにより多くの農村余

剰労働力が成薬の磯会をみう1するため 都 市に殺コして来た。このため 1984年 に国は人

口移動をやや緩和した法律を公布し 農 民が泉の下にある行攻単位の 「第Jや 「筆Jに 移

住することができるようになつた だ が農民は方出市4Bのチャンスが大きい都市への出線

ぎを望んテ=そ のため 国 はまた 「都市における人0管 理の哲走規則Jを 柄定し 都 市に

流入してくる農民人口ま暫趨言住の登紀が出来る様になった。

市場経済が不断に発展し 都 市の労働力捕要が日増しに膨大するのに伴つて 人 日の合

理的な流動はもはや拒むことのできない一つの潮流となつている こ うした状況の下では

従来の戸橋管理制度はすでに多くの弊管が出てきた。同じ公民でも声籍が異なれば■受す

る待遇が違っている 戸 播の移転制限は 実 際は労働力や人材の自由な流動を制限してお

り 都 市の発展と農村の都市化の連行を|■管しほ付の発展や験業の収入の増加にも悪い彫

響を与えている

2002年 の全人代で広東省が提案した「公民の移住の自由の権利を早期に憲法ほ正案に書

き込む提案Jを 議題とされた。40年 FHlあまりに中国の都市と農村の間に横たわつてきた戸

溶という垣根が 経 技と社会の変化に伴つて打酸される望みが出てきた。以上のように中

国政府の声播管理に対する変化,ま 新 しい中□社会の変化の過程を現している。

ま年は声篤をなくすのではなく 人 口移動の方式を松本から変えることである。現frの

行政的ヨントr― ルを主とするやり方を 極 斎的なヨントt■―ルを主とするやり方に伝換

し 国 は法律を制定し 社 会は経済的liヨント0-ル され 個 人は自主的に遺沢するとい

う人口移動の新しいヨントロールの形をつくるのである

中国はこれからのう年の間に 峰 動の自由J)｀実現できるであろう力、

主太元数接は次のような見解を示した

「公民は法に従って居住地を選択し 変 Iす ることができるJと いう法的な意味での自由

です。だが 「自由に移動することょつまり公民亦勝手にどこかに移り住むということが 0

年Ll内に実現することは現実的に1と不可能でし■う

自由に移動するに1ま 移 動する人がとこへ行っても順調に教育を受け 就 業のチャンス

があり 社 会保障を事受できるレベルに連しなけれはならないからである。同時に 移 動

先の人日の受け入れ能力や移動する人自身の適応能力なども 非 常に重要な要因です

これは 3年 や 5年 で解決できるものではありません

(追記)

2003年 の都市住民の一人当たり所得は 8472元 なのに対し 農 民の収入は三分の一以下

の 2622元  (2004年 10月 4日 統完新聞研刊) 都 市と農村の所得格差は大きい。農民lX

入低速の本質は 途 方も無い農民人0の 規模にあるといわれる。

ほ家宝首相は 2004年 の春 農 民 農 村 晨 業の 「=座 問題Jを 最重要漂題とし 農 民

の働や負担金の軽減に乗り出した。だが 断たな問題として今度は上焔問題が生して来た。

開発のために当局に耕触を率われる 「夫地農民Jの 想増である。こうした農民は現在 4000

万人以上とされ 毎 年約 2∞ 万人の本一スで増えるという 十 分な描賃金が支払われない

上 仕 事の手当てや社会保障もないケースが大半である



碁会のご案

2005.2.20

囲碁を楽しみたい方はお気軽にご参加下さる様お待ちしてお ります。

1.運 営方針

1) 囲 碁を楽 しみ、親睦を中心に運営 し、新 しい参加者を大いに歓迎 します。

2)他 支部との交流を進め、会友制を実施するなど対局相手を広げます。

3)点 数制の運用で棋力の調整を図り、規程による昇級段を行います。

4)大 会は 3ケ 月毎に定例的に開催し、年間成績により表彰も行います。

2.2004年 の囲碁大会入賞者

第 23回  2004年 2月 28日  参 加 17人

(A組)優 勝 森 (五)2位  北 村 (五) 3位  海 野 (六)

(B組)優 勝 鈴 木 (三)2位  穂 坂 (初)3位  伊 能 (二)

第 24回  2004年 5月 22日   参 加 12人

優勝 金 子 (初)2位  海 野 (六) 3位  木 内 (8)

第 25回  2004年 8月 21日   参 加 14人

優勝 幸 道 (初)2位  海 野 (六) 3位  穂 坂 (初)

4位  小 白井 (四)5位  佐 藤 (七)

第 26回  2004年 11月 27日   参 加 8人

優勝 高 橋 (三)2位  伊 能 (二) 3位  小 白井 (四)

と :( )内 漢数字は段、洋数字は級を示す

幹事 囲 碁会会長 高 橋 孝 雄

副会長   穂 坂 邦 光

平成 17年 前期 俳 句コンクール

作 ___革露主、_長夢芋車,_集

兼  題   虻 正、 夜 釣 り 、 牡 丹

締 切  5月 ■ 5日

宛  先   〒  274-0822

角合橋 市 飯 山 満 F3T2-437-2■

塚 越  と し を

TELだ枢  047-466-2396

Eメール tukakosittsd bislobe ne.jp

兼題にかかわらず、当季雑詠でも結構です。

ご家族の方共々 に、気楽に投句して下さい。(5句以内)

随時、添削をお引き受け致します。無料です。

(但し、添削句のコンクール投句はご遠慮下さい)
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第 32回 絡 会資料

1号
叶
案
癌格暦 鞣経跳t『ま鴨折ラニ蒼現↓習肯十■″■ユ
“ 本 部理事会   平 成 16年 6月 も日 荒 際イン本リアルホテル      :千  ■

理事 社 所 溶  怜 山邦良 出 席  十           ■
“

□ 本 部n~任理事会 ¬ 戒 1●年 12■ 13日 ホ テル タ ラントフくレス

響 事_胸斬 裕 出席 々 や■til
N 幹 芋全      3月 14日 4月 11日 Ⅲ 5月 ,日  9月 12日  10月 10日 X

1   11月 14口 平 成 17年 1月 0日      ヤ i会爆発送作業

V 新 年会     平 成 17年 1■ 90 安 食 金 田屋  テ iJ ■  ■   ,'Ⅲ

M 文 部交流    埼 工 (4月)水 戸 勝 口 (4月)栃 木 (7月)束 京 (10月)

W 全 部      31号  4月 発送 s2サ 10月発送

Ⅷ 車 業概告  _Jl),1句  (2)四 暮 (3)賞 師万歩 (4)ゴ ルフ

!! .      != 会
長より報告
  ナ!!|十そ 411

2号 緒案 平 成 1●年度 決 算及rr会計醸査線告 承 認の件
・

(13頁 賛 科― I =参 岬)

3号 接案 平 成 17年度 (平成 1,年 3月 1日 ヽ平成 18年 2月 28日 )事 業計画 (乗)

「 第 32回 絡会   平 成 11年 5月 28日

u 本 部修舎 理 事会 平 成 17年 6月 25, 大 阪

m 眸 革全      3月 13日 1月 10日 米 5月 8日 9月 11日 10月 9日 米

11月 138 平 rlr 18年1コ 8日     ■ 1全IR推送作業

Ⅲ 新 年全      平 成 13年 1月 8日

v 文 部交流

M 会 部       33号  4■ 琵送 34号  10月 発き

Ⅶ 事 業活動    (1),:句  (2)囲 挙 (3)史 跡万歩 (4)イ ルク

そ会長より説明

4号 透乗 平 成 17年度 予 算茉 承 認の伴

(13貢 資 科―■ ご 参甲)

5号 織穴 支 部長交代の作

3■ lS日 の幹事会に於いて丈部長人草亦様議決議されました 位所文部長が任期満子

にFにい辞任し 袴 山IF農現幹事長が次期支部長候補に推挙されました。

6学 銭察 そ の位

12
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′

・

貫科― I 平使 `年藍 来年とす全]亡 査

■‐■

換饉登  輌 使瞳   理 空

内訳  弔 窮 | ~~ 6

(H)

子疲17年3月 ユ知 盛査のお兵廃りないと酵めます

監= 中 村善―郎

氏喜 空 倒 Ⅲ安ぃ

印

　

印

忠入の標 支出の暮
■目 ‐_予坪   実 績   強 イ 需自   予 算 ! 実 薇 i  n考

計__ を いo,76!せ 也,壱売 】_120S227,20"27車
~4,め
,'

資料―■ 平 成17年度 予算秦

(円)

―

―

収入の部 支出の部
T4目 前年実tr 予算 崎者 科 日 nl年奏“ 予算 臨を

h“十1ttg在 ,02275 856375 rt=, e61037 370000
本部助成二 150000 150000 町年■■ 220 134 300000
驚会費Ⅲ入 150000 350000 10000、命う人 =駈 費 40700 60000
■会受収入 444000 300000 2000x?50人 通信速驚■ 128860 200000
立ittlru人 263000 100000 全尊ゃ 72820 7n mn

確 br入 00000 50000 全鞭発行費 200441 210000

=栄 費 110430 120000

章密 接, 324,4 33000 〕ⅢⅢ,イ|',

太,ヒ 取赳五 S503,5 B43315
B l 2029275 2200375 ll 2029275 22060,5
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ゴルフ会長 高 lrほ司 (BUヤほ)51全長 輛 1真刀 (38■電)

桜の花の便りとともに 新 たなヨルフンーズンの開幕です ゴ ルファーなら椀かムズム

ズ 気 がンタツワしてきますよlu ど うですか 多 資の ll間とイルフをしましょう

同な会rrルフは楽しいですよ 初 対面の本― 卜す
―もたちどころに十年来の知己に変わり

ます 永 い人生 同 窓会ゴルフで 交 流の綸をもうひとつ広げてみませんめ、

プルフをやつてみようわなという気がありましたら 幹 事まで御 ―親くたさい

人でも結格 友達と一緒ならなお結構て 同4r会は多くの同4fのとの参加をは迎します

行事の都政 案 内をとし上げますので 都 合がよ ,れば参加ください

今年度の行事予定としまして ■ 逢 向を軽らした3回の定例]ン ペと 近 憐支部との観

控]ン 本を計画してい,ます ど この支部でもゴルフは盛んにやられていますが 近 隣五

支部 (束'〔 水 声防E 婦 工 栃 本そして千葉支部)の 規睦ヨン本で 今 年 i当京都か幹

HFです ぜ ひ 成 功させて 紐 ]との実を幸げたいものです

2005年 のIrルク ス タジェ‐ル

◇ ◇

平成 17年 新年会の報告

平成 1,午 め恒例″)新午会が 今 年は 119日 (日)21前中 「房総風上記のこJか ら安衣

筒辺の史弥を巡る方歩会 そ して午後 1コキ過ぎから 装 食の利根"湾 いの劉ア 「金田度J

て懇親会ど2部 形式て瞬催され 全 員 24名  会 友 9名 計 33名 のご接加がありました

怒線会は れ所支部長のご挨捗 原日正夫耐問(16年村畜)の花杯のど発声で笠が,fまり

俳句会 囲 暮会 Erル フ会 万 歩会の表彰ど活動IF「告 計 画の発致″て行われました

懇談途中で 明 ●1夫 (22年全ほ)さん 様 子A自|(38年 電気)さ んに近況の報告とお訂

を頂戴いたしました

楽しい時間は弾 (Hに 過ぎるもので

中fiき―PI(22年 電気)どん 渡 辺ni夫

学校gr ,t洋奈東転 迪 遣歌を斉唱 し

わ開きになりました

懇Hlど情報交換の2時間奈てしたが 殿 後に藍事

“3年 電気)さんの音顕マ タ 賀工専校駄 茨 城火

十道H一 (22F「通信)さ んの手締めで 盛 況浬it

(3頁 か らの続 3

u事情 市 打撃司  色 々侑1吉労漂(■  し ばち(よ い装のi【 で十

“0ね  千 代和産  2001● 6月 =■ 年退にし=し た

Ⅲoま  承 ど哀族  町 =障 とのL章 工ざ地元仁Rの た"夕 フ`ヨンま三(イランティア)を,つ てなつ

多(■ 日,を とつています

■ヨ侑 穂'佳 子  ■ 煎 11' 平 成 15年 度全賞神大ま氏名Ⅲ ■ の年唆11す 1平2■ “Jと なつて

い■した 「,,■ “ ■ Iし い■草てす

(t記 を経ゆ■した =さ Fを おわ」すしました)

◇

dJJ 副 支部長 大 fp口 企 画 ■ 形)

◇ ～ ～ヽヽ

2 8出 枝 ★ Ⅲ ■ 一康

言卜 報

■■ 11■ 112 0日  と =され=し た

藤んて=真 MごⅢ析り中し上十=す
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第 46回 史跡万歩会 (第6回 夕`ス利用)俳 句会 (第5回 吟行会)合 同′`ス旅行

史跡万歩会 高 橘 清  仁 藤 栄―

俳句会   壕 越 としを 小 室 哲夫

千葉県内の本ス旅行は一通 り周回した革となり 今 回は多賀工業全の母校訪問を計画 し

ました。学生時代の思い出にrf4り 語 '台 いそして吉を偲んでください。沢山の方の委

加を期待してお ります。

1 鞠   日

2 集 合嫁所 とH寺間

3  建

平成 17年 7月 7日 (木) 市 天実施

フローラ西船前 (下国参騨)集 合 7時 SS分 (日時 00分 出発)
′
~

C

面船桁 → 湾岸市川 IC(東関道)一 (首都高 常 磐道)→ 日立南太田IC一

(国道6つ → 茨城大学工学部正門 1■00着 1200発 一

日立港さかなセンター 1230若 (昼食 買 物 1時 間)一 (常磐道)→

水戸倍楽園 1430→ (常磐道 首 都高)一 西船橋 1■30者

(当日の状況で多少の変更があります 予 めご了承ください )

4 疹 加費 3500円

5 申 し込み 同 封の装書てお申し込みくたさい 定員(50名)にな,次 第締め切らせて

頂きます お 早めにお申し込みください

集合壕所 (ノ`ス葉礎嫁PFr)

フ H― ラ西船前

面船摘奴市日を出て終武線措いの道を約 150n市"方 面に行吉左15して110n

よの十年路を右ハ、

フローラ西船前
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 このページには「支部役員・役割・連絡一覧表」が掲載

されていましたが、個人情報保護のため archive からは削除

しました。 

 元の記事を確認したい方は shibukanji@mbn.nifty.com 

へ連絡してください。 
 




